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奈良盆地の地形学的研究
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奈良盆地 は近畿中央部の内陸部 に発達する南北性構造盆地 の代表的な事例で ある。

奈良盆地 に関す る既往の地形の研究成果を整理 ・総合 し、マルチスケールとマル チプ ロセスとい う2

つの新 しい視点か ら問題を見直 した。

盆地地形 は変位 ・変動変形、堆積 による付加変形、そ して浸食 による除去変形の3つ のプロセスの合

成に よって説 明される。

成因か ら奈良盆地 は、地殻運動 によって形成 された南北性の古期盆地 と、その南半部の大和川水系の

浸食作用 によって形成 された新期盆地の2つ に分 けられ る。

盆地の地形形成に最 も重要な役割 を演 じた断層運動は、時代 とともにその様式 ・位 置 ・速度が変化 し

て きている。

鮮新世末期に出現 した古期盆地 は、約50万 年前の更新世中期以降南北か ら北東 ・北西系 の共役活断層

系が顕署 にな り、急速 に縮小す るとともに基盤 の地塊化が進み、箱型か ら菱形盆地に変化 して きた。

地形発達史のなかで二つの重要 な時階が認 め られ る。緩やか な付加変形 の行われた湖盆 の時階か ら山

地の隆起 と盆地の沈 降による起伏 の対立が鮮 明化 し、除去変形 の卓越 した内陸盆地の時階への転換期 一

虚空蔵山礫層の堆積 一と、激 しい下刻作用によって低地地形 の初原状態が決 まった最終氷期である。

今後の重要な研究課題 として、広域的視点か ら統一的な地形面分類 ・対比基準の作成 と地形面の年代

の確定 、地形面を鍵 に した活断層 の活動様式 、時期や速度の検討、地形発達史の基礎 的情報 として高位

浸食 小起伏面群や盆地地下の基盤起伏を明 らかにす ることなどがあげ られる。
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1.は じめ に

近年、地形 ・地盤研究の社会的ニーズが拡大 している。阪神大都市圏の外延的拡大にともな

い奈良盆地で も急速に都市化が進み、地形の人工改変 ・緑地の消失、土地利用の変化などが 目

立 ってきた。そのため古都の歴史的風土の保全 とい う問題にとどまらず盆地やその周辺地域全

域を視野に入れた自然 ・人間共生の地域づ くりが求められている。 こうしたなかで、 「土地的

自然」の見直 しが迫られることは当然の成 り行 きといえよう。そ して、既往の開発を前提とし

た 「土地的資源」一経済至上主義一の考え方だけでなく、快適なアメニティづ くりや安全性を

重視す る新たな視点が必要 となってきた。とりわけ、'95.1.17に 発生 した兵庫県南部地震を契

機に南海地震の活動期に入 ったとする地震学者の見解によって、安全な都市づ くりという防災

的課題がクローズァップされている。

近畿中央部の低地(盆 地)は その周辺山地 との境界が活断層で限られている場合が多 く、 し

か もそれらの断層活動が繰 り返 し起 こってきている。奈良盆地の場合にも、東縁部を近畿の代

表的な活断層である春 日断層群が南北に走っている。

この ような状況にもかかわらず奈良盆地全体を視野にいれた地形 ・地盤に関する研究は意外

と少ない。それは盆地ということばが地形学的 というよりは経験的なことばであることと関わ

るのか も知れない。 しか し、地形研究にとどまらず地域研究という意味で もこうしたスケール

か らの研究は重要であると考えられる。

既往の研究成果を整理 ・総合 し、新たな視点から問題を見直す必要がある。本稿では 「マル

チスケール」と 「マルチプロセス」という2つ の視点か ら奈良盆地の地形の整理を試み、今後

の系統的な研究にむけての展望を行なう。

2.地 形 ・地質の概観と研究視点

(1)地 形 ・地質の概観

南北性の山地 と盆地 とが交互 して配列する構造は近畿中央部の 「近畿三角帯」の最 も重要な

地形の特徴である。奈良盆地はそのなかの代表的な南北性低地の一つである(図 一1)

京都から奈良にかけて南北約60キ ロ、東西約15キ ロの低地帯一内陸盆地列一の東西両側は花

折断層、春 日断層、樫原断層などの活断層で周辺山地と画 されてお り、第四紀中期以降の東西

圧縮応力場で生 じた断層運動によって形成 された構造盆地である。その性格は初期には断層 ・

地溝であるとされてきた。 しか し、近年では、基盤摺曲が主となり断層活動に移行 したもので

単純な地溝の地形ではないと説明されている1)。

奈良盆地 は南北25～30㎞ 、東西10～15㎞ 、面積約300h㎡の盆地である。内陸に位置する奈良

県の北西端に位置 し、県面積のわずか12%を 占めるにすぎないが人 口は86%を 擁する重要地域

である。

盆地 を取 り巻 く山地や高原は主 と して領 家花 崩岩i類か ら構成 され ている。東部は標高

400～600mの 大和高原、西部は最高峰642mの 生駒山地と1112mの 金剛山地、南部は500～800

mの 竜門山地 と三方を山地に囲まれているが、北部は100～200mの 奈良坂 ・佐保丘陵が、京都

一奈良と連続する南北性の大きな凹地(盆 地)を2分 するように塞いでお り
、 ここより北方は

木津川水系、南方は大和川水系に分かれている。

東西の山麓は断層に規定 されて直線状をな し、300～400mの 急崖が迫 り、その直下には狭い

丘陵 ・台地(段 丘)と 扇状地群が発達 している2)。 盆地中央部には後背湿地が広が り標高は40
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図1.近 畿 地 方 の 接 峰 面 と 活 断 層 分 布

岡 山 俊 雄 原 図(等 高 線 は100m間 隔)に 「新 編 日本 の 活 断 層 」(東 京 大 学 出 版 会1991)か

ら抽 出 した 活 断 層 を 記 入

Fig.lMapshowingactivefaultsandsummitlevelsintheKinkiDistrict(contour

intervalisIOOm)



44 奈 良 大 学 紀 要 第25号

～50mで ある。盆地の排水口は大和川のみで、先行谷状に生駒山地を横切 り大阪湾に注ぎ込む。

峡谷のなかの 「亀ノ瀬地すべ り地帯」は しば しば大和川の排水の障害をな した。

大和高原や生駒 ・金剛山地などの山頂部には高位小起伏面一前輪廻浸食面の遺物 一が広 く卓

越 してお り、それが形成 された後に凹地一盆地一が成立 した。山地と盆地の交互する地形の輪

郭を決定 した地殻運動は 「六甲変動」 と呼ばれ、鮮新世中期以降に開始 したとされている。そ

の凹地一古い堆積盆地に溜まった数100メ ー トルの厚い地層が大阪層群である。戦後、その詳

細な層序学的研究によって堆積環境や堆積盆地の移動 ・消滅の時代などが明らかにされてきた。

盆地周辺を取 り巻いて分布す る丘陵は一一部の中新統の藤原層群を除いて大部分は鮮新 ・更新

統の大阪層群から構成 されている3)(図 一2)。 大阪層群は北部の奈良坂(佐 保)丘 陵、田辺

丘陵、西 ノ京丘陵などに広 く分布する。東縁部山麓の奈良市から天理市にかけても狭い範囲で

分布する。馬見丘陵より南の地区には見 られない。奈良盆地には中部礫層とも呼ばれる陸成の

砂礫層からなる最下部層、海成粘土層(MaO～Ma2)を 挟む下部層が見 られ、上部層は欠如

している。最下部層 と下部層は交野一宇治を結んだ線 より以南に分布 している。

段丘層の発達は良好 とはいえない。支流性の旧扇状地が隆起 ・開析 された もので、分布も断

片的である。層厚 も10mを こえることがない。

盆地中央部低地は沖積層によって覆われている。すべて陸成層で数 メー トル以下の薄層であ

るが、盆地南東部の初瀬川の谷 口(桜 井市)で20メ ー トル以上に達 している4)。

図一3は 奈良盆地か ら京都盆地に連続的に発達す る盆地のなかでのイエロー火山灰層とアズ

キ火山灰層準の分布と地質構造 との関係を示 した ものである5)。 図一2を 合わせて見ると大阪

層群の層序や構造の大勢がわかる。

大阪層群最下部(亜 層群)の 堆積期に奈良盆地が成立 し、・イエロー火山灰層の降下 した下部

層の時期には北部の丘陵地帯のなかに京都盆地 との境界が明瞭で盆地の分化が完了していた こ

とが読み取れる。 さらに注 目すべきことは最下部お よびMa1よ り下位の下部層の分布範囲が

奈良坂丘陵を越えて宇治一交野線までお よんでいることである。アズキ火山灰層の分布はその

時期に堆積盆地 としての奈良盆地がすでに消失 してお り、沈降(堆 積盆地)の 中心が北方の京

都盆地に移動 し、そこに大阪層群上部層の堆積が進行 していたことを示 している。

南北性の生駒山地の主隆起軸が北部で北東方向に転 じて宇治 ・郷 ノロ方面に伸びている。地

質構造上か らはこの線 より南が古奈良盆地一構造盆地の範囲一と見なされる。木津川河谷は古

奈良盆地の北部を浸食 しながら北流 し京都盆地に注いでいる。一一方、南部は大和川水系によっ

て浸食 されている。古盆地 と現盆地の範囲が一致せず、古期の構造盆地と浸食盆地の2つ の盆

地が識別される。

〈南北構造 と北東構造線〉

奈良盆地とその周辺地域の活断層6)を 抽出(図 一6)し てみると、大きく南北性の西落ち逆
とうきょく

断層と擁曲群、東落ち逆断層と擁曲群 とが卓越 している。前者の好例は春 日断層群(高 樋断層・

三百断層に代表 される南北性の活断層)矢 田断層などであるが、余 り活動的ではない。これに

対 して後者には大和川断層 ・天理擁曲があ り、その方向がNEも しくはNWに 偏 り前者を斜交

し現在 も活動的である。現在の奈良盆地の概形は南北性の箱型でな く菱形になっている。それ

を決定 しているのは後者のグループの活断層群である。活断層の活動域は低地側へ移動 してお

り、低位段丘や扇状地面に変位を与えている。

活断層のなかには50万 年前以降はほとんど活動を停止 したもの と、それ以降の低地側に発生

した新 しい活断層があり、それ らを区別す る必要がある。

地形 ・地質構造によって北部盆地と南部盆地に2分 することもで きる。古盆地 と現盆地の境
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図2.奈 良 盆 地 と そ の 周 辺 の 地 質 図(三 田 村 宗 樹1993)

Fig.2GeologicmapofNara.Basinanditsenvirons
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図3.イ エ ロ0火 山 灰 層 と ア ズ キ 火 山 灰 層 の 分 布(石 田志 朗 ほ か1977)

Fig.3MapshowingthedistributionoftheYellow-tuffandAzukトtuffintheKyoto-Nara

tectonicbasin

1:基 盤 岩2:大 阪 層 群3:段 丘 層4:沖 積 層

5:イ エ ロ ー 火 山 灰 層 の 分 布 範 囲6:ア ズ キ 火 山 灰 層 の 分 布 範 囲
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界は北東系の大和川断層 とその延長線上 と見なされる。

京都一奈良低地帯は地形的には南北に一連の凹地をなしているが地質構造上か らは形成時期

の異なる2つ の盆地であ り、奈良盆地はさらに北部の浸食が遅れ今なお丘陵地帯を含む古期の

構造盆地とそれを浸食破壊 しながら発達 した南部の新 しい現盆地 とに区分 される。

つぎに、奈良盆地北部の基盤起伏7)(図 一4)を みると、盆地の基底の深度は東西に非対称

であり、西に緩、東に急の形状が特徴的であり、最深部は盆地中央部ではな く東側に偏ってお

り盆地北東部法華寺温泉ボー リソグ地点では一600mに も達する。盆地中心部は東西圧縮応力

場を形成 し、南北性の西落ち逆断層群によって基盤が破断されている。被覆層である大阪層群

はその部分で擁曲変形を起 こしている。

生駒山頂面 と盆地地下の基盤深度 との高度差から総変位量は1000mに 達 していることが推定

されている。大和川断層以北の北部の丘陵地帯は隆起 した傾動地塊の背面上に発達 してお り、

木津川の北遷現象や丘陵地帯での大和川水系 との河川争奪の発生は西方の生駒山地の隆起 とと

もに大和川断層の北東延長から鹿背山断層を結んだ線の北側の地塊の隆起が大き く影響 してい

るものと思われる。

(2)研 究の視点一2つ の盆地の識別 と地形発達史一

先述 したように 「盆地」 とい う地形の定義はあま り厳密ではない。成因から盆地は地殻運動

によって形成された=構造盆地、浸食盆地そ して中間盆地に分類される。 しか し、現実に存在す

る盆地は必ず しも単純ではない。盆地を実在する地形が出発点とす る見方を地理的地形観とす

れば盆地の成因的見方は地質的地形観 といえる。 これに対 して、両者を総合する見方が地形学

的盆地観 といえる。

構造盆地(地 質学的)と 現盆地(地 理学的)を 区分 して考え、両者の移行関係の過程 ・営力

(地形発達史)を 明らかにするのが本稿での立場である。

発生論的、地形学的、動態的に盆地地形を捉えてゆ くならば、盆地とは基盤起伏のなかで造

られた地表の凹地 ということにな り、とりわけ奈良盆地のような構造盆地は基盤起伏の形成を

重視 しなければならない。とすると必然的に盆地を中心 としながら近畿、 さらに 日本列島レベ

ルのスケールを視野にいれ、広域的な視点を十分踏まえて重層的に地形形成が検討 されなけれ

ばならない(マ ルチスケール)。 もちろん、盆地の内部でも東西 ・南北それぞれ地形の多様性

と特異性が認められることも事実であり、その事実は重要である。 しか し、多様性が生 じた要

因は 「地形形成場」の条件一広域的に規定される一を看過すると地形の本質を見損なって しま

う。

以下、既往の地形 ・地質情報を もとに奈良盆地の地形構造 とそれがもたらされた要因につい

て検討 し、その地形学的解析法について述べてみよう。

図一5は 奈良盆地の地下の基盤起伏 とその周辺山地の地質の東西断面を示 したものである。

東西圧縮下で発達 した西落 ち逆断層 と擁曲群が傾動地塊群を形成 している。

生駒山頂(642m)か ら東方へ徐々に低 くな り、盆地東部の地下一300～400mと な り、急傾

斜で もって東側の大和高原(500～600m)で 再び高度を回復 している。垂直的落差は1000mに

達する。 このような基盤の非対称な起伏は地殻運動によって支配 され(変 動 ・変位地形)た も

のであり、かつその変形は現在 も続行中である。

いっぽ う、地表起伏は東縁部で100mか ら西縁部で40mと な り、東高西低の高度分布は基盤

起伏と逆転 している。 この原因は浸食作用(除 去変形)に よってのみ説明できる。

盆地内部の地表起伏 と地下の基盤起伏の中間は数100メ ー トルの厚い大阪層群 などの堆積物
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図4.奈 良 盆 地 の 基 盤 表 面 等 高 線(佐 野 正 人1980)

図 中 の × 印 地 点 は 最 深 部 で 一600m
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Basin

1:高 位段 丘層4:大 阪層群 下部7:基 盤 岩

2:大 阪層 群最 上部5:大 阪層群 最 下部8:現 地 表面

3:大 阪層 群 上部6:神 戸 層群 ・藤 原 層群(中 新統)

で充填 されている。盆地底の標高が40～50mで あるから、基盤の沈降運動にともなって盆地底

に堆積(付 加変形)が 進み、その後、堆積盆地が隆起を した結果浸食作用が卓越 した ものであ

ろう。浸食作用は大和川 とその支流によって行われてきた。河川地形については気候条件、岩

質条件なども影響 したであろう。盆地地形は基本的に地殻運動と河川作用の複合の産物 といえ

る。すなわち、盆地地形は変動 ・変位変形、付加変形、除去変形の3つ のプロセスの組み合わ

せ(マ ルチプロセス)に よって支配 されていると考えることができる。それ らの史的過程を明

らかにする作業が地形発達史である。そのための基礎的作業として地形面の区分 ・対比がまつ

必要である。 目的か ら基準となる地形面の形成年代が重視 される。

3.地 形面の分類と対比

地形発達史的研究の基礎情報 として、地形面の区分 ・分布図が不可欠である。地形面の区分

は 目的により基準が異なる。形成営力 ・環境そ して年代を明確にすることも重要である。盆地

の成立にかかわって基盤起伏が問題 となるが、既往の地形分類8)は 低地や台地(段 丘)の 分類

と基盤岩から構成 される山地の分類基準が異なっている。
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小起伏面群か ら構成される基盤起伏は地殻運動 との関係が重要である。丘陵 ・台地(段 丘)・

低地の地形面は堆積 ・浸食作用 と関わ り、基本的には浸食盆地の地形形成過程の問題 となる。

(1)基 盤起伏

盆地の地下に埋没 している起伏と周辺山地に広がる山頂小起伏面の2つ の側面をもつ。

〈浸食面の問題〉山頂小起伏は しば しば近畿の地形発達史の出発点とされ、基盤起伏の変位

成分を決定する鍵面 とされてきた。 しか し、その実態の把握 と検討は十分であるといえない。

数段に分散 している小起伏面を単純に同時面の2次 的高度分散とみるか形成時期の異なる異時

面の集合(山 麓階)と みるか問題である。

内藤(1979)に よると9)、 大和高原や生駒山地には6～8段 の小起伏面が識別され、いつれ

も低位の面が高位の面に入 りくんでいる。小起伏面の分布の密なところは隆起の速さが小 さく、

順次山麓階的に形成されてお り、小起伏面の多 くは地盤運動の直接の影響で段化 したものでな

く、低位の面が高位の面を開析 しつつ発達 したもので、各地域の隆起の過程の反映 としてとら

えるのが最 も考えやすい。地質的な条件や気候的な条件などはそれに付随 して くるものである

という。

問題点 として、①小起伏面の分布 ・形態などの実態、特にその定量的把握がまず重要である。

そ して、②岩質、気候条件 との関係の検討、③堆積層の岩相分布の時期をおっての変化、堆積

地域の状況から浸食域の状況を推定 し、浸食面の形成時代を確定する。④地盤運動による説明

が最 も有効であるとされているが浸食面の段化がその速度に対応 しているか否かは今後の検討

課題であろう。また気候条件やその変化にも留意する必要がある。さらに⑤低位置の小起伏面

表1.奈 良 盆 地 の 地 形 面 分 類 ・対 比

Illust.1Theclassificationsoflandform-surfacesofNaraBasin.
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一丘陵の地形形成に関 してはほとんど着手されていない
。

〈変動 ・変位と基盤起伏 〉活断層 ・活構造の分布(図6参 照)と 、地形面との関係について

検討 してみよう。
たか ゆ

東縁部での調査から、高樋断層、三百断層、天理擁曲について地形面との関係からその活動

様式、速度と断層活動の位置が時代によって変化 してきていることが明らかにされ10)、活断層

の再区分が必要 となっていることは先述 した。筆者等は活断層をH面 を切るA、U面 を切 るB、

そ してL面 を切るCの3つ のグループに区分 した。高樋断層や秋篠川、富雄川の河谷を規定 し

ている南北性の断層群、生駒谷とその南に延長 した馬見丘陵の西側を限る構造線などがAグ ルー

プに属する。 これらの断層はほとんど活動を停止 してお り、変動地形より浸食地形が優勢 となっ

ている。それに対 し、北東または北北西方向でAグ ループに斜交する大和川断層とその延長線

上の活断層、天理擁曲群、葛城 ・金剛東麓の活断層群などがBグ ループに属する。 これらの共

役断層群は現盆地の菱形の地形の概形の確立 と対応 し、地塊山地の小ブロック化を引き起こし

てお り、数10～100mオ ーダーの垂直変位量を もつ。

現盆地南半部の扇状地が北方へ緩 く傾斜 し比較的大きな規模で発達 しているのに対 して、北

東縁部や南西縁部の扇状地群には急傾斜なものが多 く、一般に小規模なものとなっていること

は低地地下の基盤の形状やその変動様式と関連 しているものと見なされる。 さらに、大和川水

系が盆地西縁の中央部ではなく馬見丘陵の北側を迂回して、菱形をなす盆地の北西辺の端に偏っ

て収敏 してい るのは、大和郡山を通過 して北東方 向に延 びる大和川断層の南側の地盤が

200～300m沈 降 しているためであろう。

盆地南縁の山麓線 も名張断層に支配 されてお り北東方向を示 している。また、そこに埋積性

の地形が卓越 しているのは、竜門山地がいったん開析 された後北方へ傾動 し、沈降 した部分に

堆積作用が起 こったためである。

Cは 最 も活動的で、東縁部の帯解付近のL2面 の末端を限っている。低地(平 野)の 中に位

置 し、沖積面(L3.4)を 切っている可能性が大きい。変位量は10m以 内である。

(2)被 覆層のつ くる地形

表1は 、丘陵 ・台地(段 丘)お よび沖積低地の地形面の区分 と対比に関して、既に公表 され

ている成果 とそれを比較 ・検討 しながら作成 した ものである。

まつ、地形面の区分では調査者による差異がかな りあることに気ず く。その結果、面の対比

においても当然にずれが生 じる。 こうした混乱の原因は調査 目的によって区分の基準が異なる

ためであろうが、火山灰層などの有効 な鍵層に欠如するという地域的な条件や地形面の年代決

定が不十分であることも見逃せない。また、奈良盆地では地盤運動の地域差が大きく、支流性

の地形が卓越 しているため地形面の広が りや分布高度があま り有効な指標として活用できない

ことも影響 している。

寒川ほか(1985)は 盆地東縁部において、現川床からの比高、発達様式、構成層や表層土壌

の風化色調などを総合 して段丘面の区分 ・対比を試みている。 しか し、当時は絶対年代に関す

る情報の獲得が不十分であったことが年代確定に大きな支障 となっていた。

段丘面の呼称 についても不統一であることは不都合である。例えば、最高位段丘 ・高位砂礫

台地、高位段丘 ・高位砂礫台地、中位段丘 ・中位砂礫台地、低位段丘 ・低位砂礫台地 ・下位段

丘など相対的位置関係や形成年代などにもとず くもののほか虚空蔵山面 ・奈良坂面 ・鹿野園面・

和爾面など分布地の地名にもとずいて命名 された ものなどである。

最終氷期以降の盆地堆積層の詳細を明 らかに した西田ほか(1986)の 画期的な研究成果11)が
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低地地形の分類や発達史に生かされていない。地形と表層地質 との対応についての検証は今後

の研究課題であろう。

筆者等は既往の成果を踏ま}、 かつ京都盆地など広域対比を考慮 しながら、表1右 端のよう

な試案を作成 した。以下、その試案 と問題点について簡略に整理 してお くことにする。

地形発達史の解明とい う目的の もとに、地形面の構成層お よびの形成年代が比較的はっきり

しているH面 とL1面 の2つ を 「鍵面」に設定 し、各地形面の相対的な発達位置を確定 した。

古期構造盆地に堆積 した旧湖沼または浅海堆積層が隆起 ・干陸化 した結果、浸食域 とな り丘

陵地が形成 された。そこに発達す る小起伏の背面がH面 である。H面 はそれを構成す る大阪層

群のどの層準を切 っているかによって地形面の年代の下限が確定できる。

L1面 は最終氷期に形成 された地形面であ り、その構成層の上部に しば しば姶良(AT)火

山灰層を挟む ことか ら地形面の広域の対比に際 して重要である。

段丘面群はL1面 を基準に して、大きくそれより古 く上位に発達す るU面 群と新 しい下位の

L面 群に区分 される。

U面 群はさらにU1～U3面 に細分される。

最高位のU1面 は東縁部の丘陵地の頂部をなす虚空蔵山(180m)を 模式地 とす るもので大

阪層群下部層の白川累層を不整合に覆 う、20m以 上の層厚をもつ虚空蔵山礫層(古 期の扇状地

礫層)の 堆積面から構成 されている。大阪層群最上部層に対比されている。分布は極めて断片

的であ り、他の地区では確認されない。奈良坂北方の木津川河岸の丘陵地に発達す る高位砂礫

層 も同時代のものと思われる。ただ し、この砂礫層を大阪層群最上部層に対比することに対 し

ては異論もあり、堆積面を残 しているか否かという点について も定かでない。本稿ではU1と

U2面 を一括 して示 した。

H面 とU1とU2面 との関係は不明な点が多い、虚空蔵山付近や奈良坂付近ではU1とU2

面のほうが高位置にあ り、U1を 破壊 しなが らH面 が発達 しているようにみえる。 しか し、U

2面 はH面 と交差 して盆地側では丘陵の末端の位置に分布 している。

年代についてはU1面 が20～50万 年前、U2面 が20～25万 年前 とい う推定(寒 川ほか1983)

もある。U1とU2面 は湖盆から内陸盆地 ・扇状地形成時代へ転換期の地形面である。

U3面 は盆地南部を除き比較的広範囲に発達 し、緩やかに傾 く台地状の地形を呈する。その

分布は現在の水系に協和的であることが特徴といえる。本面は現地形 ・水系の確立期に形成さ

れたもので、支流の浸食作用が活発であったことを示 している。U3面 の年代は10～15万 年前

と推定され、いわゆる 「中位段丘」に対比されるものである。

L1面 は最終氷期に形成 された もので、狭小なが ら河谷沿いに山間地の深 くまで連続 し、谷

口では開析扇状地をなしている。構成層は山辺層であり、その堆積末期に氷期の極相が訪れる。

盆地中央部では低地地下に埋没 し沖積層の基底層をなしている。

L2面 はL1面 を破壊 しながらその低地側に発達 してお り、最終氷期極相期の下刻期から後

氷期初期の土蜘蛛期に形成 されたものであることが構成層中に坂手火山灰層(14000yBP)を

挟むことから判断できる。既往の報告にある 「開析扇状地」 ・ 「やや隆起 した扇状地」 とされ

ている地形面の多 くは本面に相当するものと思われる。

L3とL4面 はいわゆる沖積低地面である。既往の報告で扇状地または緩扇状地 とされてい

る地形面群がL3面 に、三角州性低地 ・氾濫平原 ・谷底低地 ・自然堤防などとされている地形

面群がL4面 に対比 される。ただし、扇状地面に関しては、 「緩扇状地」と上流側の 「扇状地」

とが 「同時異相」ではな く 「異時面群」 として区分できる可能性が大きい。

奈 良盆地の沖積層(斑 鳩層)の 堆積環境の分析結果か ら西 田ほか(1986)は 縄文後期
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(3500yBP)の 気候変化を明らかに している。沖積低地の氾濫原面が上下に区分 されることは

近畿内陸低地に共通の現象でもある。

既往の報告には盆地中央低地を三角州性低地 とした ものがあるが、不適切である。なぜなら、

奈良盆地が更新世以降において湛水 し湖沼化 した という事実は認められない。後背湿地 ・谷底

低地 とするのが適切であろう。

次に地形面の分布(図6参 照)と その特色について検討 してみ よう。

U1とU2面 の分布は極めて断片的で地域的な偏在性が大きい。盆地北半部と南西縁の金剛・

葛城山麓に明瞭である。その分布は地盤運動に大 きく支配 されてお り、隆起地塊の上に良 く残

り、高度のバラつきが大きく、地域的多様性が大 きいのは単に内陸の、支流性扇状地堆積面が

卓越 しているためだけではない。その ことは、盆地の周辺部か ら中心部へ向かってだんだん と

新期の地形面群が発達 していることか らも伺え、盆地の縮小過程を反映 している。段丘面構成

層が数 メー トル以下 という薄層(浸 食段丘)で あるの もそのためであろう。

傾動地塊をなす竜門山地の北麓部にあたる盆地南部は埋積性の山麓地形を呈 し、段丘面の発

達が不良である。

L3とL4面 の分布(図7参 照)は 、大和川 とその支流のパター ソに対応 してお り、基本的

には排水口に向かって収敏 し、ほぼ同心円的構造を している。

4.地 形発達史

(1)～(5)期に分けて整理 した。現盆地の地形形成のなかで重要な2つ のエポックがある。一つ

は古期構造盆地から現浸食盆地への転換期 となる虚空蔵山礫層期、そ して低地地形の基底が形

成 された低位1段 丘期(最 終氷期)で ある。

(1)高 位小起伏面群の形成

中新統の堆積以降、大阪層群下部の堆積時代にかけて高位面が形成 され、その後 も数段の山

麓階が形成 された。異時面の集合体であり、実態把握と細分や対比の問題が残 る。

大和高原では6面 群が認め られ、南、南東か ら北、北西へ段化 している。生駒山地では8面

群が、南か ら北へと傾動、西に急で東に緩の傾動地塊の背面上を段化 してお り、いつれも地盤

運動の様式 ・速度と対応 している。 しかし、それらの形態 ・分布 ・対比には問題が残 り、 ロッ

クコソ トロールの問題、気候条件の問題の検討 も必要である。

(2)古 期奈良盆地(第 二瀬戸内海の時代)

近畿一円に広がっていた小起伏面のなかに鮮新世末期、緩やかな東西性の波状変形(基 盤摺

曲)が 生 じ堆積盆地群が形成 された。そ こに堆積 したのが大阪層群最下部 と下部層である。下

部層の堆積時の初期には関屋水道、後期には斑鳩水道の湾入か らたびたび海域が侵入 し、奈良

盆地は湖沼 ・内湾がひろがった。イエロー火山灰層の降下 した時期(Ma1)に は もうひとつ

の堆積盆地が北方に出現 し、奈良盆地 と京都盆地の分化が進んだ。アズキ火山灰層が降下 した

(約87万 年前)時 期、古期奈良盆地は消失 し干陸化 した。そのため奈良盆地には大阪層群上部

層が堆積 しなかった。

(3)現 奈良盆地の成立と分化

大阪層群上部層(Ma3～Ma7)堆 積(約87～50万 年前)以 降、東西圧縮応力による南北性

の基盤摺曲が起 こり、次第に断層活動へと変化 していった。生駒山地、金剛山地、大和高原が

隆起 し12)、その間に南北性の細長い凹地一現盆地一が形成 される。凹地両側に発達 した断層を

挟んで山地 と盆地の地形の対立が進む。-600mの 盆地底 と500m～600mの 山頂小起伏面が示
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図6.奈 良 盆 地 の 地 形 面 分 類 図 と 活 断 層 分 布(池 田 碩 ・大 橋 健1996)

周 辺 山 地 の 破 線 で 示 し た 等 高 線 の 間 隔 は50m.

Fig.6LandformsurfacesandactivefaultsofNaraBasin(contourintervalis50m)

1:H(丘 陵)2:U1.2(高 位 段 丘 群)3:U3(中 位 段 丘)

4:L1(低 位 段 丘1)5:L2(低 位 段 丘H)6:L3(扇 状 地)

7:(後 背 湿 地 ・谷 底 低 地)8:等 高 線(50m間 隔)9:活 断 層



池田 ・大橋 奈良盆地の地形学的研究

図7.

Fig.7

奈 良 盆 地 の 地 形 と 水 系(武 久 義 彦1983)

等 高 等 間 隔 は5m

Topogr-aphicmapanddrainagesystemofNaraBasin(Contourintervalis5m)
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す垂直変位は1000m以 上に達 し、断層崖の出現 とそ こを破壊す る河川群によって活発な扇状地

礫層の生産が行われる。この時形成 されたのが虚空蔵山礫層であ り、地形形成の大きな変化を

示す転換期礫層面 といえる。

(4)新 たな地塊運動の進行 と盆地地形の多様化

南北の箱型か ら菱形の盆地への変化と河川地形が卓越するようになった時代。

中期更新世より開始 した南北性の基盤摺曲は次第に断層活動に移行 し、50万 年前以降になる

と盆地の沈降と山地の隆起にともなう地形の対立が鮮明化 してきた。さらに、新たに発生 した

北東 ・北西系の共役断層群に よる地塊化が進化 してきた。

第四紀後半に、最初は穏やかな変形であったが徐々に断裂構造が発現 し、断層が発達成熟 と

ともに滑 り易 くなってきたため、同じ圧縮応力下で、変位速度が増大 した。地塊の小ブロック

化の進行は菱形盆地の形成を導いた。その後、断層活動域の変化が起こる。周辺山地の隆起に

ともなって境界断層の活動が停止 し、新たに低地側に前縁断層が出現 してきた。

盆地周辺部では隆起 した山地 との境に出現 した急崖を破壊 しながら次々と扇状地群(U1.

2.3面)が 発達 した。奈良盆地の場合、段丘の形成に関 しては地盤運動の影響が極めて大 き

い。金剛山地東麓では450m付 近の高所まで扇状地が持 ち上げられて段丘化 している。

京都盆地や近江盆地など、近畿中央部の他の盆地に発達する段丘地形 と奈良盆地の段丘面の

発達様式は極めて類似性が大きい。広域的な段丘形成環境である気候変化との関係が無視でき

ない。

地塊運動の激化は、河川の流路や浸食作用にも反映 されている。奈良坂北方で鋭 く右折 し北

流す る木津川の流路、その支流群と大和川水系 との河川争奪は注 目される。既往の報告では両

河川の浸食力の差に河川争奪の原因が求め られている13)。大和川断層以北の地塊の隆起 とそこ

を刻む秋篠川をはじめとした河川群の川床の減傾斜運動 も無視できない。このことは北部丘陵

のなかに京都盆地と奈良盆地の分水界が形成 されている現象について も同様である。

U3面 の時期にはほぼ現水系が確立 され、側方浸食が卓越 した。

この時期に奈良盆地は古期の堆積盆地か ら内陸浸食盆地の過程へ転化 し、東西地形断面上に

みる盆地地形の逆転現象が進行 した。

(5)最 終氷河時代一低地地形形成の初原地形一とそれ以降

氷期の気候悪化にともない山地の荒廃と岩屑生産の活発化が見られ、山麓部でさかんに扇状

地形成(L1.2面)が 進んだ。大阪湾の海水面が120m前 後低下 した極相期、内陸の奈良盆

地では激 しい下刻作用が盆地全域に波及 した(土 蜘蛛期)。 この時期に形成 された埋没谷群は

最大で一20m以 上に達する規模であった。後氷期の気温 と海水準の回復期には堆積作用が活発

となり山麓部では扇状地(L3)が 形成され、中央部では埋没谷群中の堆積 と自然堤防と氾濫

原(L4)が ひろがった。盆地地下における泥炭性粘土層の形成によって示 される縄文後期

(3500yBP)の 寒冷期を境に河川作用 と扇状地形成過程の変化が予想される。沖積低地の地形

は後氷期の気候条件との関わ りが緊密である。また、亀ノ瀬峡谷での排水条件 も無視できない。

先史 ・原始時代以来、奈良盆地は人間活動の中心舞台となってきた。開発の歴史が古く河川

をはじめ地形の人工改変14)、流域の環境破壊など人間活動の地形 にお よぼす影響を無視できな

い。大和川合流地域の水害常習地帯の形成やその変容、近年急速かつ大規模に進行 している丘

陵地の人工地形改変も地形学的見地から興味深い。

遺跡 ・遺物や史料に恵まれている地域的条件は低地の地形編年上で有利な条件 として活かさ

れなければなるまい。

沖積低地の地形群は通常、堆積地形の範疇に属すると考えられている。 しか し、奈良盆地の
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場合は浸食過程で形成 された地形群 とみなすほ うが妥当であ り、そのことが同 じ近畿の内陸盆

地であ りながら中央に湖を湛える近江盆地、盆地の沈降が今も活発で新 しく厚い堆積層の溜ま

る京都盆地と奈良盆地 との違いで もあろう。

浸食盆地の地形形成には大和川水系が最 も重要な役割を演 じている。大和川水系の琵琶湖 ・

淀川水系のなかでの特異性を指摘す ると次記のようである。

全体 として求心的パターソを もち、短小で低地河道が圧倒的に長い。山地流域が狭 くかつ起

伏エネルギーが小さい。上流に風化の=激しい領家花崩岩地帯が広 く、上流に盆地が無い。そ う

した条件に起因する河川地形と浸食速度の地域的差異を生み出 している。

5.さ い ご に

(1)既 往の成果を比較検討 し、問題点を整理 しながら、試案を提起 した。奈良盆地の地形の広

域的な対比や特性を明らかにするためにはまつ、地形分i類の統一的基準をつくり、基礎的作業

を完成 させること。とりわけ、地形面の年代決定の課題は今後に残 された重要な課題である。

(2)(地 理学的)地 形学の視点 と方法論の確立

マルチスケールとマルチプロセスという方法論を完成 させることと、地形学的研究 と、地域

研究の一つ としての地形誌をどう総合するかという課題 も残 された。

(3)地 下構造、特に地盤起伏(形 状)と 表層地質を明 らかに した うえで、地形発達史、地形の

地域的特性の解 明を計ることが基本的な課題 といえよう。

(4)本 研究は、近畿中央部の盆地の地形学的研究の一部である。

近畿中央部の地形の地域的特性を明らかにする上で地殻運動を重視することが基本 となるで

あろうというのが筆者等の立場である。

狭義の盆地地形、すなわち沖積低地の地形研究を推進す るに際 して、とりわけ奈良盆地の場

合、遺跡や遺物などの考古学的情報や歴史地理学的情報が最大限活用できるとい う地域的な有

利性を十分踏まえることが重要であろう。

(5)河 川地形学という視点から、淀川水系全体のなかでの大和川流域の水文特性を明らかに し、

他の水系がつくった盆地の地形形成との違いを比較検討す ることも必要である。
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航 空 写 真1平 野 の 中 の 変 動 地 形(実 体視可能)写 真は全て1947年 撮影(4万 分の1)の ものを2分 の1に 縮小 した・

山辺の古道が通 じるの どかな一角である。 しか し、 ここ奈良盆地東縁部は活層地形の密集地 と して早 くから注 目を浴びて きた。 直線的な大和高原の西を限 る急崖帯 一春

日断層崖一とその直下に階段状に発達すゑ闇析扇耀鷹 賎。地質 ・地形 の調ii等嚢進む につれて活断層の姿が明らかにされて きた。春 日断層 と呼ばれてきた断層はい くつもの

セグメソ トに分かれ、その主要な ものが高樋断層、三百断層、そ して天理擁曲で ある。高樋断層は写真右手の山地 と丘陵の境 を南北に走 り中新統の藤原層群を切っている

が 白川累層(大 阪層群下部)に おおわれている。高樋断層に平行 して、西側の丘陵地帯のなかを南北に走 る三百断層 は白川累層か らなるH面 、 さらにU1.2面(虚 空蔵

山礫層)を 切 っている。 これに対 して天理擁 曲は和爾 の西方で開析扇状地面(U3、L1面)に 変位 を与 えてお り、その走向 も南東か ら北西を示 している。断層活動の位

置が時代 ととも低地側へ移動 している。前縁断層の性格を もち、最 も新 しい天理擁曲 と地震活動 との関わ りが注 目される。 このあた りは奈 良盆地のなので高位 から低位段

丘までの段丘面が最 もまとまって発達 している地区で もある。
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航空写真2大 和川の合流地帯(実 体視可能) いかるか

求心状 の水系パター ソを持つ大和川は盆地北西縁の斑鳩付近に収敏 して、先行谷状に峡 谷を刻みながら写真左手の生駒山地 を横切 り、大阪湾へ と流下す る。

盆地の最低部である合流地帯には標高40m以 下の低湿地が広が り、水害常習地帯を形成 して きた。峡谷部か らの排水速度が湛水の主要な決め手 となる。直線的 な大和川

の流路は断層に規定 されたものである。峡谷中央部の北岸には 「亀ノ瀬池すべ り地帯」が写 し出 されている。滝田川が東へ傾動す る生駒 山地 と松尾山の間を南北方 向で流

下 し、大和川右岸に合流 している。大和川を挟んで南側 の、二上山東麓か ら馬見丘陵 との間を北流 して くる南北性の葛下川河谷はともに古い構造線に沿 って発達 した もの

であろう。 これに対 して斑鳩か ら北東に大和郡 山方向に連 なる直線状の丘陵 と低地 との境界 は大和川断層の延長部に当た り、活断層に支配 された ものと思われる。額 田部

丘陵北方にはその断層に よって変位 した低位段丘面(L1)の 上に富雄川の扇状地が被 っている。
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航 空 写 真3花 崩 岩 の丘 陵 地 帯 、埋 積 性 地 形 と孤 立 丘(実 体視可能)

盆地南部の明 日香(飛 鳥)付 近で見 られる地形景観は、なだ らかな花 崩岩の丘陵 とそのなかに複雑に入 り込んだ河谷低地、そ して、人和三 山の孤立丘に象徴 される。ち ょ

うどこのあた りは南方から竜門山地が傾動 しなが ら北方の盆地 の地下へ没 してゆ くところであ り、写真中央部を北東方向に延び る名張断層 より上方の部分の河谷や山麓線

は埋積性の地形を示 している。山地がいったん険 しく開析 された後に沈降 し、そ こが埋積 されてできた地形であ り、畝傍 山や耳成山などは埋積からまぬがれた高い峰の部

分である。 この地区は奈良盆地 のなかで段丘の発達が最 も不良であ る。飛鳥川はかって、石舞台古墳の約1キ ロ下流部で、北西へ高取川沿いに橿原方面へ流 れていた。北

東側(桜 井方面)の 地盤の沈降にともない現河道 に流路が遷移 した結果、橘か ら橿 原にかけて段丘(U3面)が 形成 された。丸山古墳 はその上に立地 している。
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奈良盆地は三方を山に囲まれているが、北方のみは標高100～200メ ー トルの丘陵地帯となっている。東から西へ奈良坂丘陵、佐保丘陵、矢田丘陵、西の京丘陵の名がある。その北方は田辺丘陵に続き、奈良・

京都 ・大阪の3府 県にまたがっていることから近年では京阪奈丘陵 と呼はれている。鮮新 ・更新統の大阪層群を浸食す る低 くなだらかなこの丘陵のなかに京都盆地と奈良盆地との分水界がある。

丘陵構成層の基底をなす領家花崩岩類は東西圧縮応力場のなかで発達 した南北性の西落ち逆断層群によって変位 し、その上を覆う大阪層群の擁曲構造が顕著である。写真左側の秋篠川や矢田丘陵のなかの富雄川な

との河谷はいずれもそうした構造に規定されながら発達 したものである。流域が未凝固な地層からなり、かつ起伏量が小さいため川床匂配が緩やかで、広い谷底低地を伴 っている。その下流部に明瞭な扇状地はみられない。

東部の奈良坂の頂部は高位段丘層に覆われている。段丘(U12)形 成後の浸食によって丘陵化が進んだ。その途時において水系の交替が生 じている。写真上方に白く写 しだされている木津川の河床 と下

方に広がる奈良の盆地床との標高差は30～40mに 及ふ。このため盆地を浸食する大和川水系との浸食速度の違いが分水界付近の各所で河川争奪を発生させた。押熊町北方の秋篠川と山田川との風谷(谷 中分水)、

佐保丘陵のなかの多数の風谷はその好例である。
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航 空 写 真5東 方 へ 突 き 上 げ る葛 城 山 地 と開 析 扇 状 地 群(実 体視可能)

ここは奈良盆地のなかで最も隆起が激しく断層活動が活発な地区である。写真下方枠外に位置する金剛山(1111m)か ら写真左端の葛城山(960m)の 東麓にかけて、比高700～900m

の崖が連続 している。その岸を刻む渓流群の押 し出した砂礫が谷口から平野にかけて扇状地列を形成 している。急岸帯は麓を走る断層を境に山地の隆起 したことを物語るもの一断層崖一

である。中央構造線の北側を東西に走る和泉山脈は左横ずれ変位か顕著であるが、金剛山の南東麓で東西から南北に方向を転 じた結果、その転換地点が激 しく隆起 した。写真中央部には、

山口断層、金剛断層そして山田断層のつくる3列 の低断層崖が山地に平行 してほぼ南北に走っている。いつれも段丘面(隆 起扇状地)を 切る活断層てある。その西側には標高450m以L

の高所まで扇状地面(U2.3面 とL1.2面)が 変位 して持ちLけ られている。それらを開析 し、新しい扇状地が東方へぜりだ しながら御所市方面まで広がっている。
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SUMMARY

HiroshiIKEDA*andTsuyosiOHASHI*

NaraBasinisatypicaltectonicbasinandislocatedintheCentralKinkiDistrict.Ithasa

characteristicnorthtosouthorientationduetocompressionaltectonicstressfromeasttowest

duringtheMiddle-LatePleistocene.

ThewritersummarizesprecedinggeomorphicinvestigationsofNaraBasin・fromafresh

multi-scaleandmulti-processviewpoint

ThegeomorphicsofNaraBasinproceededmainlybythemutualinfluenceofthreeprocesses,

tectonic,sedimentationanderosion.Geomorphically,NaraBasinisclassifiedintotwobasins,the

OldTectonicBasinandtheSouthernErosionBasin,locatedinthesouthernhalfoftheOld

TectonicBasin.

FaultandflexurehadaveryimportantroleintheprocessoflandformdevelopmentsinNara

Basinanditsmovement.Thelocationandvelocityofthemovementshavechangedgraduallyover

time.

AfterthemiddleofthePleistocene,NEandNWtrendingconjugating-faultsdominatedinstead

ofN-Strendingfaultsystems.Asaresult,thereliefofthebasementisdividedintosmaller

blocks.Theshapeofthebasinchangedfromaboxtoadiamond.

TwoimportantepochsonlandformdevelopmentofNaraBasin,arerecognized.

OneisKokuzo‐yamagravelstage,whichindicatedthebeginningandthechangeofthebasins

migrationfromtheOldBasintotheYoungerBasin.ThelatteristheLastGlacialstage,during

whichthelowlandsdeveloped.

Furtherresearchshouldfirstdevelopeanintegratedstandardofclassificationoflandsurfacein

comparisiontothatthelargerregionandaclassificationofactivefaults,withspecialreferenceto

thelandsurfaces.Also,thebasementreliefs,bothhigherelevationerosionallowreliefsurfaces

andthoseburiedunderthebottomofthebasin,keystothebeginningofthelandformdevelopment、
ofNaraBasin,needtobeclarifieda

*Professor
,Dept.ofGeography,NaraUniversity.

**Lecturer
,Dept.ofGeography,RitsumeikanUniversity.




